
池尻地区コミュニティホールの２階にあがると、そよかぜ文庫を運営している小西良子さんが笑
顔で出迎えてくれます。「子どもたちに先生と呼ばれることもあるけど、先生じゃなくて、ただの
おばちゃんだよ」そんなことを言って、嬉しそうにそよかぜ文庫について語ってくれました。

１９８９年から始めたこの活動は、「子どもが好き」とか「子育て支援」という理由で始めたの
ではなく、小西さん自身、昔は子どもとの関わり方が分からなかったそうですが、「親子が絵本の

《そよかぜ文庫》池尻コミュニティホール
２階会議室（大阪狭山市池尻中3-32-11）
毎週水曜日１４：３０～１７：００頃まで
どなたでも無料で参加可能。本の貸出も無料。

お話を伺っていると、そよかぜ文庫を通じて、親子や子ども同士が
繋がり合ったり、兄弟やお友達を連れて遊びにきたりと、小さな縁が
たくさん紡がれていったように感じます。

行事の中止や、大人数での集まりが制限されているこんな時期だか
らこそ、大切にしたい地域の通いの場です。そよかぜ文庫を覗いてみ
てください。

(写真：小西良子さん)

みんなが集まる「そよかぜ文庫」
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新鮮野菜と明るい笑顔で、みんながぶらりと立ち寄れる場

ワンコイン喫茶は
９時スタート！野菜は
なくなり次第終了です。

（状況によって９時より
前に始まる場合あり）
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読み聞かせを通じて同じ時間を過ごすことが愛情のやりとりにな
る」との想いから、絵本を通してコミュニケーションができる場
を仲間と作ってみたら、気付けば長年続く活動になっていたそう
です。
また、幼少期から絵本に触れることで「子どもの心の底に“何

か”が溜まっていき、その“何か”は、ふとした時に思い出して
ほっこりしたり、心の支えになると思うんです」と熱く語ってく
れました。
現在は、感染症対策で飲食を伴う企画はしていませんが「みん

なでケーキ作り等、わいわい楽しめる企画もできる日が早く来て
ほしいなぁ」と話してくれました。

みんながぶらりと立ち寄れる自由市場は、毎週木曜日（第３木曜除
く）に開催され、池尻コミュニティホールは朝早くから多くの人で賑
わいます。新鮮で安い野菜を求めて、午前８時３０分過ぎから市民の
皆さんが列をなします。
圏内でも高齢化対策が求められる中で、１２年前にＮＰＯ法人 池尻

地域振興会を立ち上げ、ワンコイン喫茶などが始まりました。

野菜を求めて集まった人たちが、コーヒーやパン（なんと100
円！）を楽しむ場を身近につくることで、孤立する人を少しでも無く
せたらという想いがきっかけだったそうです。野菜を買った方々が、
帰る前にコーヒーなどを飲みながら楽しくおしゃべりをして交流し、
毎回、たくさんの方が立ち寄られてます。

販売されていた、みずみずしい野菜は地元の農家さんの協力で作ら
れたものだそうです。地域以外からの方々も大歓迎とのことですので、
一度覗いてみてはいかがでしょうか。



ご近所さん、
認知症かな？

地域包括支援センターは、高齢者のみなさまが住み慣れた地域で、いつまでも安心して
生活できるよう支援するための相談窓口です。いつでもお気軽にご相談ください。

朝の9:00から
夜の21:00まで
見守ってるで～

ある日、自転車に洋服を
巻き込んだ方が駆け込ん
できました。

ちょこっとエピソード

「防犯ステーションがあることで、地域住
民の防犯意識に対する啓発運動になれば
いいと思う。この赤色灯を見て、是非自
分の行動を振り返ってみてくださいね。」

洋服はビリビリに破けて
しまったので、着替える場
所を貸してあげることに。
このことをきっかけに、た
まに顔を見せてくれる関係
になりました！

日常的な相談は道案内
などが多いですが、こうし
たつながりが作れるのも、
市民活動ならではなのか
もしれませんね♪

知っていますか？

✿地域包括支援センターニュータウンサテライト✿

あやしい電話。詐欺かな？

さ あ！！

連 ら く、相談

サービスの相談 と なりの相談窓口

大阪狭山市地域包括支援センター
ニュータウンサテライト

住所：大阪狭山市大野台２－１－５
（コミュニティセンター内）

電話：０７２－３６６－５５６６

い っしょに

フレイル
って何？

て をのばし

介護のこと
が知りたい

大阪狭山市の防犯活動の拠点の一つである、金剛駅西口地域防犯
ステーションをご存じですか？金剛駅西口のバスロータリー沿いに
設置されており「安全・安心のまちづくり」を推進しています。

設立当初、金剛駅西口には交番が無く、市から大阪府警察に対し
て交番設置を要望していましたが実現していないことから、地域に
根ざした運営を目指すために、市からの委託を受けて現在２４名の
市民ボランティアの皆さんが、交代しながら地域の見守りを行って
います。

コロナウイルスの影響がある中で、感染症防止対策を徹底しなが
ら、防犯ステーションは変わらず見守り活動を続けています。
コロナ禍だからこそ増えている給付金詐欺や新しい犯罪手口も

増えているので、気を引き締めて皆で乗り越えていきましょう！

金 剛 駅 西 口
地域防犯ステーション

地域の見守り・安心づくり

▼金剛駅西口地域防犯ステーション
大阪狭山市半田1-224-143の一部
（電話：072-365-7166）

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://fukidesign.com/e1009/&psig=AOvVaw2Xu4Yu-jkqnuLphFBU2sbA&ust=1608701491575000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCJim45Xv4O0CFQAAAAAdAAAAABAP

